
双眼鏡
取扱説明書



● 太陽などの強い光源を直接観察するためにこの製品を
使用しないでください。さもないと、目に永久的な損
傷を与えることになります。
● 不要な害を避けるために、子供は保護者の監督の下で
使用される必要があります。
● ビニール袋は、子供の手が届くところに置かないでく
ださい。子供達はそれを口の中に入れて窒息を引き起
こすかもしれません！

各部の名称

この度は、SVBONY双眼鏡をお買い上げいただき誠にありがとうござい
ます。ご使用前にこの説明書をよくお読みください。またお読みになっ
た 後は、大切に保管してください。
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警告



使用前の準備

眼幅調整
眼幅調整とは、接眼部の間隔を自分の目の間隔に合わせること
です。眼幅が合っていないと、使っているうちに目が疲れる場
合があります。双眼鏡の眼幅調整を行う時、両手で本体を持ち
、左右の結合部をゆっくり折るように動かします。接眼レンズ
をのぞき、左右の目で見える二つの円がきちんと重なればOK
です。その位置が、あなたのひとみの間隔ですので、この位置
の眼幅目盛を覚えておくと便利です。ただし至近距離を見る場
合は、左右の視界の円は上手く重ねられなくなります。この場
合、眼幅を少し狭めるようにすると見易くなります。

対物レンズキャップと接眼レンズキャップを取ります。対物レンズキ
ャップは本体に引っ掛けたままでも構いません。眼鏡をかけたままで
覗きの場合は、アイカップを縮めてください。眼鏡をかけたままでも
、視野がケラレずに見えます。裸眼ならアイカップを引き出して（軽
く固定されます）、軽く瞼に当てると丁度良い位置になります。その
ままで使用してください。
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ピント調整方法

両眼でのぞきます

ピント合わせリン
グを回します

左の目で左の接眼レ
ンズをのぞきます

ピント合わせリン
グを回します

右の目で右の接眼レ
ンズをのぞきます

視度調整リン
グを回します

図１

図2

図3
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もし左右の視度が同じなら接眼部の視度目盛を0に合わせ、中
央部の視度調整リングを回してピントをあわせれば、両目でハ
ッキリと像を見ることができますが、通常、左右の視度は異な
る方が多いと思います。その場合なら、以下の操作でピントを
合わせます。
(1)看板の文字など一点の目標を決めます。
(2)図１のように、左の目だけで左の接眼レンズをのぞき、中
央部のピント合わせリングを回して目標にピントを合わせます
。
(3)図２のように、右の目だけで右の接眼レンズをのぞき、右
接眼部の視度調整リングを回して目標にピントを合わせます。
(4)これで左右の違いが調整され、両眼のピントのずれが解消
します。あとは、図３のように、中央のピントリングを回すだ
けで両眼同時にピント合わせができます。
◆上記の手順により両方の焦点が合い、これで明瞭でくっきり
とした視界を楽しめます。
（調整方法が間違ったら視野がぼやける可能性があるので、ぜ
ひ調整方法に従ってセットしてください。）

見やすい構え方
手持ちの場合は、手ブレをいかに少なくするかがポイントです
。鏡筒部分を両手で保持し、脇をしっかりと閉めるようにして
ください。力を入れすぎると、逆に手ブレの原因となってしま
います。持ち手は親指と人差し指の間に鏡筒の最もバランスの
よい部分を乗せる感じで保持し、残りの指で全体を包むように
してください。脇は自然に体側につけるよう
な感じで安定した保持を心がけてください。

その他、近くの樹木や岩、壁などに体を固定すると視界が安定
します。杭や木立などに双眼鏡を乗せて三脚がわりにする方法
も効果的です。
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三脚と連続
三脚の使用は、特に高倍率での観察や長時間に及ぶ観察に有効
です。なるべく平坦な場所に安定性のよい三脚を備え付けるよ
うにしてください。弊店に三脚用アダプターをご用意しており
ます。

ストラップの取り付け
図のように付属のストラップを本体取付部に通して取り付けて
ください。
※機種によっては、開き止めリングのないタイプのストラップ
を使用しております。
ストラップを開き止めリングに通すやり方
図のようにストラップ先端を束ねてしっかり指で押さえます。
開き止めリングを移動して、ストラップ先端を開き止めリング
に通してください。
※ストラップ先端側を移動すると、開き止めリングに通しにく
い場合があります
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●太陽を絶対見ないでください
双眼鏡で太陽をのぞくことは絶対にやめてください。失明の

原因となります。
●炎天下の車の中やヒーターの前に放置しないでください

炎天下の車の中や使用しているヒーターの前など、極端に高
温になるところには置かないでください。製品の変形、故障の
原因となります。
●水につけないでください

双眼鏡は水中では使用できません。防水型（生活防水も含め
て）であっても、雨や夜露などで濡れた場合は乾いた布で水分
をよく拭き取り、十分に乾かしてから保管してください。
●無理に動かさないでください

視度調整リングやピント合わせリング、ボディの可動部など
を、制限以上に回したり動かしたりしないでください。
●強い衝撃を与えないでください

落としたり、ぶつけたりして強い衝撃を与えないでください
。精密に調整された光軸などに悪影響を及ぼします。

●レンズの拭き方
レンズにほこりや砂などがついたときは、柔らかい、油気の

ないハケなどで払うようにして取り除きます。指紋や水滴、よ
ごれなどは、市販の眼鏡拭き専用の布で拭き取るか、ガーゼに
少量の無水アルコールを含ませて軽く拭き取ります。一般の布
での乾拭きやビロード、なめし皮などは、コーティングを傷つ
けるおそれがあるのでおすすめできません。
●保管する際

この製品を長期保管する場合は、プラスチック袋や機密性の
高い容器に、乾燥剤と一緒に保管してください。または、付属
のケースから出して、別々に清潔で風通しの良い場所に保管し
てください。

使用上の注意

お手入れ、保管方法
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眼幅調整とは、接眼部の間隔を自分の目の間隔に合わせること
です。眼幅が合っていないと、使っているうちに目が疲れる場
合があります。双眼鏡の眼幅調整を行う時、両手で本体を持ち
、左右の結合部をゆっくり折るように動かします。接眼レンズ
をのぞき、左右の目で見える二つの円がきちんと重なればOK
です。その位置が、あなたのひとみの間隔ですので、この位置
の眼幅目盛を覚えておくと便利です。ただし至近距離を見る場
合は、左右の視界の円は上手く重ねられなくなります。この場
合、眼幅を少し狭めるようにすると見易くなります。

●カビを避ける
湿気の多いところではレンズ面にカビや曇りが生じやすくな

ります。 使用中に万一濡れた場合は、乾いた布で拭き、風通し
のよいところで十分に乾かしてください。双眼鏡をケースに入
れたまま保管するとカビが生えやすいので注意してください。

●お買い上げ製品の保証期間は、ご購入日より12ヶ月でござい
ます。
●保証期間内に、お客様の正常なご使用状態において発生した
不具合に就いては無償にて、当該製品の修理または交換をさせ
て戴きます。
●保証書がありませんけど、もし商品について何か問題がござ
いましたら、ぜひ遠慮なく弊店と連絡してください、弊店は必
ずできる限り迅速な対応させていただきます。
●商品保証についてもっと詳しい状況は商品の正式サイト

http://svbony.com/を見てください。

保証規定
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1.  当社の製品には、1年間の保証と無料のアフターサービス
があります。
2.  アイテムを再送信できる場合に備えて、正しい正確な情報
をフォームに入力してください。

保証書

製品モデル

購入日

商品の欠陥

販売業者名
電話
ユーザーの名前
ユーザーの住所
メールアドレス



Made in China

SVBONYお客様相談窓口

平日9:15～12:00/13:00～17:30（土•日•祝日•年末年始•GW•夏期休業等を除く）
SVBONY製品•情報などお伝えします
正式サイトウエブサイト：http://www.svbony.jp/
Email：info@svbony.jp
Facebook: SvbonyJapan 
Twitter: SVBONYJapan 
Instagram: svbonyjapan 
YouTube：SVBONY japan


